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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
現
況

　
　
　
　
　
　
　

―
宮
城
県
石
巻
市
北
上
地
区
を
中
心
と
し
て

―

吉　

野　
　
　

裕　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起
因
す
る
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
の
太
平

洋
側
を
中
心
に
一
九
、六
八
九
人
の
死
者
と
二
、五
六
三
人
の
行
方
不
明
者
、
そ
し
て
全
壊
家
屋
一
二
一
、九
九
五
な
ど
の
極
め
て
深
刻
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
（
二
〇
一
九
年
三
月
現
在
。
消
防
庁
災
害
対
策
本
部
発
表
資
料
に
よ
る
）。
宮
城
県
は
そ
の
約
半
数
に
も
お
よ
ぶ
甚

大
な
被
害
を
受
け
（
死
者
一
〇
、六
五
六
人
、
行
方
不
明
者
一
、二
二
一
人
）、
と
り
わ
け
石
巻
市
は
県
下
最
多
の
死
者
（
三
、五
五
二
人
）・�

行
方
不
明
者
（
四
二
〇
人
）
を
出
す
惨
事
に
直
面
し
た
（
石
巻
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
統
計
資
料
に
よ
る
）。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら
八
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
た
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
現
在
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
の
周
辺
で
は
復

興
商
店
街
の
施
設
を
活
用
し
た
飲
食
店
の
経
営
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
資
料
館
や
観
光
施
設
の
建
設
な
ど
が
な
さ
れ
、
そ
の
景
観
を
大

き
く
変
貌
さ
せ
て
い
る
（
写
真
1
・
2
）。
ま
た
、
半
農
半
漁
の
集
落
が
連
な
る
石
巻
市
の
沿
岸
部
で
は
高
台
移
転
が
お
お
よ
そ
完
了
し
、
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住
民
た
ち
は
日
常
生
活
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
、
こ
の
地
域
で
は
修
験

者
（
法
印
）
と
そ
の
子
孫
が
世
襲

的
に
受
け
継
い
で
き
た
法
印
神
楽

や
、
神
楽
の
習
得
が
許
さ
れ
な
か
っ

た
庶
民
が
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

創
り
出
し
た
南
部
神
楽
、
そ
し
て

獅
子
舞
な
ど
の
祭
礼
文
化
が
盛
ん

だ
が
、
東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ら

の
継
承
者
と
祭
礼
道
具
に
も
深
刻

な
被
害
を
与
え
た
。
二
〇
一
九
（
令

和
元
）
年
時
点
で
、
石
巻
市
の
沿
岸
部
に
は
祭
礼
文
化
の
継
承
を
断
念
し
た
集
落
、
こ
れ
を
復
活
さ
せ
た
集
落
、
そ
し
て
、
そ
の
長
期
的

な
継
承
を
課
題
と
す
る
集
落
が
併
存
し
て
い
る（

（
（

。

　

以
上
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
筆
者
が
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）～
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
実
施
し
た
宮
城
県
石
巻
市
の
沿
岸
部
、

す
な
わ
ち
北
上
町
（
旧
桃
生
郡
北
上
町
。
以
下
、
こ
の
範
囲
を
「
北
上
地
区
」
と
記
す
）
に
お
け
る
現
地
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
同
地

域
の
祭
礼
文
化
の
現
況
を
浮
き
彫
り
に
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
被
災
地
の
人
々
が
祭
礼
文
化
を
円
滑
に
継

承
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
た
い
。

写真 1　復興商店街の施設を利用した飲食店

（2019年）　　　　　　　　

写真 2　観光施設「いしのまき元気いちば」（2018年）
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一

　
研
究
対
象
地
域
の
概
要

　

宮
城
県
仙
台
市
の
中
心
部
か
ら
直
線
距
離
で
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
北
東
に
位
置
す
る
石
巻
市
北
上
地
区
は
、
そ
の
東
側
が
太
平
洋
に
、

さ
ら
に
南
側
が
北
上
川
に
面
す
る
と
い
う
海
洋
・
河
川
と
の
関
わ
り

が
極
め
て
深
い
地
域
で
あ
る
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
同

地
区
に
は
二
、三
四
九
人
（
男
性
一
、一
五
二
人
、
女
性
一
、一
九
七

人
）
が
居
住
す
る（

（
（

。
北
上
地
区
の
東
部
に
は
リ
ア
ス
海
岸
が
み
ら
れ
、

そ
こ
に
は
小
滝
・
大
指
・
小
指
・
相
川
・
小
泊
・
大
室
・
小
室
・
白

浜
・
長
塩
谷
・
立
神
の
半
農
半
漁
の
一
〇
集
落
が
連
な
る
。
ま
た
、

同
じ
く
北
上
川
河
口
付
近
の
低
地
に
は
月
浜
・
吉
浜
・
追
波
の
三
つ

の
農
村
集
落
が
存
在
す
る
。
住
民
た
ち
は
前
者
を
「
十
か
浜
」、
後

者
を
「
三
か
浜
」
と
、
そ
し
て
両
者
を
あ
わ
せ
て
「
十
三
浜
」
と
称

す
る
。
近
代
期
以
降
、
十
三
浜
の
人
々
は
海
藻
（
フ
ノ
リ
・
コ
ン
ブ
）

や
貝
類
（
ア
ワ
ビ
・
ホ
タ
テ
・
カ
キ
）
の
採
取
・
養
殖
、
そ
し
て
タ

コ
・
ヤ
リ
イ
カ
・
マ
グ
ロ
・
サ
ケ
な
ど
の
漁
に
従
事
し
て
き
た
。
起

伏
に
富
む
十
三
浜
で
は
農
地
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
人
々
は

昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
水
田
・
湿
地
が
広
が
る
旧
桃
生
郡
大
須
・
長
面�

図 1　研究対象地域の概要（2011 ～ 2019 年）
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（
現
石
巻
市
）
に
自
身
の
水
田
を
所
有
し
、「
出
作
」
と
称
し
て
、
そ
こ
ま
で
頻
繁
に
通
っ
て
稲
作
を
行
っ
て
い
た
（
北
上
町
史
編
さ
ん
委
員

会
編
：
二
〇
〇
四
年
）。

　

先
述
の
よ
う
に
北
上
地
区
は
比
較
的
山
が
ち
な
自
然
条
件
下
に
あ
る
た
め
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
す
る
昭
和
期
ま
で
、
同

地
区
の
住
民
た
ち
は
他
地
域
と
の
往
来
に
か
な
り
の
労
力
を
要
し
た
。
た
と
え
ば
十
三
浜
大
室
在
住
の
七
〇
歳
代
の
男
性
Ａ
氏
に
よ
る

と
、
戦
前
期
に
、
住
民
の
中
に
片
道
約
四
時
間
を
か
け
て
追
波
―
小
滝
間
を
徒
歩
で
往
来
す
る
者
も
あ
っ
た（

（
（

。
ま
た
、
一
九
四
三
（
昭
和

一
八
）
年
頃
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
の
時
期
に
、
十
三
浜
の
人
々
は
急
病
人
の
発
生
時
に
医
者
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
遠
足
な
ど
の
特
別
な

行
事
の
際
に
徒
歩
で
峠
を
越
え
て
本
吉
郡
（
現
在
の
本
吉
郡
南
三
陸
町
）
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
Ａ
氏
と
釣
石
神
社
の
現
宮

司
Ｂ
氏
に
よ
る（

（
（

）。
昭
和
期
の
段
階
に
お
い
て
北
上
地
区
の
人
々
が
旧
桃
生
郡
内
、
な
ら
び
に
旧
桃
生
郡
―
旧
本
吉
郡
間
を
し
ば
し
ば
往

来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
旧
両
郡
は
ひ
と
つ
の
生
活
文
化
圏
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
有
し
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、
北
上
地
区
に
お
い
て
は
人
口
が
継
続
的
に
減
少
し
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
し
て

い
る
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
当
時
、
同
地
域
に
は
四
、七
六
五
人
（
男
性
二
、三
一
九
人
、
女
性
二
、四
四
六
人
）
が
居
住
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
そ
の
人
口
は
四
、〇
二
八
人
（
男
性
一
、九
三
二
人
、
女
性
二
、〇
九
六
人
）
と
な
り
、
約
一
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
少
を
み
る（

（
（

（
図
2
）。
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
、
こ
れ
に
起
因
す
る
東
日
本

大
震
災
は
北
上
地
区
の
人
口
減
少
の
流
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
す
な
わ
ち
、
東
日
本
大
震
災
は
北
上
地
区
に
直
接
死
一
九
四
人
、
関
連
死

七
人
、
行
方
不
明
者
六
七
人
（
二
〇
一
九
年
現
在
。
石
巻
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
統
計
に
よ
る
）
も
の
人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
の
転
出
を
促
し
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
ま
で
の
二
〇
年
間
で
、
そ
の
人
口
を

五
三
・
〇
％
も
減
少
さ
せ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
六
五
歳
以
上
人
口
が
全
人
口
の
三
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
化
の

進
展
も
著
し
い
（
二
〇
一
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
）。
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こ
れ
と
並
行
し
て
、
北
上
地
区
と

石
巻
市
の
中
心
部
―
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
、

主
要
な
大
型
商
業
施
設
や
病
院
―
と

の
間
の
交
通
条
件
は
徐
々
に
悪
化
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
九�

（
平
成
三
一
）
年
三
月
末
日
ま
で
、

松
山
観
光
バ
ス
（
石
巻
市
飯
野
川
）

が
運
行
す
る
「
北
上
地
区
住
民
バ
ス
」

が
北
上
地
区
と
石
巻
市
の
中
心
部
を

直
接
結
ん
で
い
た
が
、
同
年
四
月
の

運
行
区
間
の
見
直
し
に
よ
り
、
そ
の

走
行
範
囲
は
ほ
ぼ
北
上
地
区
内
に
限

定
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、

北
上
地
区
の
人
々
が
両
地
域
間
を
往

来
す
る
に
は
Ｊ
Ｒ
、
宮
城
交
通
の
路

線
バ
ス
、
そ
し
て
北
上
地
区
住
民
バ

ス
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た�

図 2　石巻市北上地区における人口の推移（1995 ～ 2015 年）（国勢調査をもとに作成）
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図 3　石巻市北上地区における年齢構成（2015 年）（国勢調査をもとに作成）
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交
通
条
件
の
悪
化
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
北
上
地
区
に
と
っ
て
あ
ま
り
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
同
地
区
に
留
ま
る
こ
と
を
決
意
し
た
人
々
は
高
台
な
ど
に
新
居
を
建
設
し
、
そ
こ
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
二

　
石
巻
市
北
上
地
区
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
現
況

　

宮
城
県
の
祭
礼
を
詳
細
に
調
査
し
、
こ
れ
ら
の
概
要
を
報
告
し
た
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
五
）
に
よ

る
と
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
北
上
地
区
に
は
五
種
類
の
祭
礼
文
化
―
獅
子
舞
・
南
部
神
楽
・
法
印
神
楽
・
口
説
き
・
甚
句
―
が
存
在
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
伝
承
地
は
そ
れ
ぞ
れ
、
獅
子
舞
が
大
指
・
小
指
・
相
川
・
小
泊
・
大
室
・
小
室
・
白
浜
・
長
塩
谷
・
立
神
・
吉
浜
・

追
波
・
女
川
・
本
地
（
橋
浦
）・
大
須
・
長
尾
（
一
五
カ
所
）、
南
部
神
楽
が
大
室
・
相
川
（
二
カ
所
）、
法
印
神
楽
が
女
川
（
一
カ
所
）、

口
説
き
が
女
川
（
一
カ
所
）、そ
し
て
甚
句
が
小
泊
（
一
カ
所
）
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
手
・

宮
城
両
県
の
法
印
神
楽
・
南
部
神
楽
の
保
存
会
の
名
簿
『
法
印
神
楽
、
南
部
神
楽
団
体
名
簿
』
を
み
る
と
、
北
上
地
区
女
川
に
は
女
川
法

印
神
楽
保
存
会
が
、
同
じ
く
大
室
・
相
川
・
長
塩
谷
の
各
集
落
に
は
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
・
相
川
南
部
神
楽
保
存
会
・
長
塩
谷
南
部
神

楽
保
存
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
筆
者
が
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）～
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
か
け
て
実
施
し

た
現
地
調
査
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
に
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
南
三
陸
町
の
戸
倉
神
社
（
南
三
陸
町
戸
倉
鎮
座
）
を
活
動
拠
点
と

し
て
き
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
が
協
力
関
係
を
構
築
し
始
め
、一
九
八
〇
年
代
に
は
両
保
存
会
が
組
織
を
ほ
ぼ
一
体
化
さ
せ
た
状
態
で
、

現
在
の
南
三
陸
町
と
石
巻
市
に
お
い
て
神
楽
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
後
述
）。
本
章
で
は
、
北
上
地
区
で
奉
納

さ
れ
て
き
た
獅
子
舞
・
南
部
神
楽
・
法
印
神
楽
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
こ
こ
で
上
記
三

種
類
の
祭
礼
文
化
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
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・
獅�

子
舞
：
北
上
地
区
の
獅
子
舞
は
二
人
立
ち
の
形
式
の
も
の
で
、「
魔
除
け
（
厄
除
け
）」
の
ご
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
お
り
、

各
集
落
の
産
土
社
の
祭
礼
や
一
～
二
月
に
行
わ
れ
る
新
春
の
行
事
「
春
祈
祷
」
の
場
で
奉
納
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
獅
子
舞
に
は
、眠
っ

て
い
る
獅
子
を
道
化
「
じ
ゃ
ら
か
し
」
が
長
細
い
布
を
用
い
て
叩
き
起
こ
す
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
所
作
が
と
も
な
う
。
春
祈
祷
の

当
日
、
獅
子
役
は
じ
ゃ
ら
か
し
役
と
と
も
に
産
土
社
で
身
支
度
を
整
え
る
と
、
獅
子
舞
を
奉
納
し
な
が
ら
集
落
の
「
宮み

や
も守

り
」
と
呼

ば
れ
る
世
帯
に
向
か
う（

（
（

。
宮
守
り
の
自
宅
に
は
住
民
た
ち
が
集
合
し
て
お
り
、そ
の
場
で
最
初
に
神
職
が
春
祈
祷
の
祝
詞
を
奏
上
し
、

次
い
で
僧
侶
が
大
般
若
経
を
唱
え
て
無
病
息
災
を
祈
願
す
る（

（1
（

。
こ
れ
が
済
む
と
、
神
職
、
僧
侶
、
塩
を
撒
く
先
祓
い
、
サ
カ
キ
を
素

材
と
し
た
御
幣
、
獅
子
、
じ
ゃ
ら
か
し
な
ど
が
各
戸
を
訪
問
し
て
獅
子
舞
を
奉
納
し
、
厄
除
け
を
す
る
（
Ａ
氏
・
Ｂ
氏
に
よ
る（

（1
（

）。

・
法�

印
神
楽
：
三
陸
地
方
沿
岸
部
に
伝
わ
る
神
楽
の
ひ
と
つ
で
、
伝
統
的
に
「
法
印
」

と
呼
ば
れ
る
修
験
世
帯
（
明
治
期
以
降
は
神
職
）
の
男
性
の
み
が
こ
れ
を
習
得

で
き
た
。
彼
ら
は
近
隣
に
住
む
法
印
同
士
で
ひ
と
つ
の
神
楽
団
（
現
在
の
保
存

会
の
前
身
に
あ
た
る
。
以
下
、神
楽
団
と
保
存
会
の
両
者
を
あ
わ
せ
て
「
保
存
会
」

と
記
す
）
を
組
織
し
、
祭
礼
や
祝
い
事
の
場
に
お
い
て
記
紀
神
話
に
ち
な
ん
だ

神
楽
を
仮
設
舞
台
の
上
で
披
露
し
て
き
た（

（1
（

（
写
真
3
）。
法
印
た
ち
は
神
楽
面
・

千
早
・
袴
な
ど
を
身
に
つ
け
た
状
態
で
「
神か

ん

諷な
ぎ

」
と
呼
ば
れ
る
台
詞
を
唱
え
、

笛
・
太
鼓
の
音
や
「
神
歌
」
に
あ
わ
せ
な
が
ら
優
美
か
つ
勇
壮
に
舞
う（

（1
（

。
舞
手

の
背
後
に
座
し
、太
鼓
と
「
神
歌
」
を
担
当
す
る
者
は
「
胴
取
り
」
と
呼
ば
れ
る
。

彼
ら
の
中
で
法
印
神
楽
に
係
る
す
べ
て
の
知
識
・
技
術
を
そ
な
え
た
者
は
「
師

匠
」
と
み
な
さ
れ
、
舞
手
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
人
々
の
尊
敬
を
あ
つ
め
る（

（1
（

。

写真 3　石巻市大須で奉納された法印神楽

（2019 年）　　　　　　　
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法
印
神
楽
の
奉
納
は
各
集
落
の
契
約
講
、
ま
た
は
自
治
会
が
保
存
会
側
に
こ
れ
を
依
頼
し
、
謝
礼
を
支
払
う
こ
と
で
は
じ
め
て
成
立

す
る
。
す
な
わ
ち
、
舞
手
へ
の
謝
礼
を
捻
出
可
能
な
経
済
力
を
も
つ
地
域
の
み
が
法
印
神
楽
を
享
受
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
に
述
べ
る
南
部
神
楽
も
同
様
で
あ
る
。

・
南�

部
神
楽
：
南
部
神
楽
は
岩
手
県
南
部
と
宮
城
県
北
部
の
庶
民
が
主
体
と
な
っ
て
伝
承
し
て
き
た
神
楽
で
あ
る
。
近
世
期
に
、
法
印
神

楽
の
習
得
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
彼
ら
が
、
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
「
南
部
神
楽
」
と
称
す
る
独
自
の
神
楽
を
創
り
出
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
南
部
神
楽
と
法
印
神
楽
に
は
演
目
・
祭
礼
道
具
・
舞
台
の
構
造
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
共
通
点
が
み

と
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
南
部
神
楽
は
担
い
手
が
「
庶
民
」
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
演
目
に
多
数
の
軍
記
物
を
含
む
な
ど
、
よ

り
高
い
娯
楽
性
を
そ
な
え
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
巨
大
な
津
波
は
北
上
地
区
十
三
浜
に
も
到
達
し
、
こ
の
地
域
の
祭
礼
道
具
を
押
し
流
し

た
。
そ
の
後
、
大
指
・
小
指
・
相
川
・
小
泊
・
大
室
・
小
室
・
白
浜
の
各
集
落
は
日
本
財
団
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
企
業
か
ら
の
支
援
を
基
盤

に
獅
子
舞
の
道
具
を
比
較
的
早
期
に
調
整
し
、
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ
た
。
ま
た
、
Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
女
川
・

橋
浦
（
本
地
）・
大
須
・
長
尾
に
お
い
て
も
獅
子
舞
が
継
続
的
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
被
災
後
も
獅
子
舞
が
北
上
地
区
の
大
部
分
の

集
落
で
復
活
・
存
続
で
き
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
比
較
的
修
得
し
や
す
い
単
純
な
所
作
・
旋
律
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
以
降
、
相
川
南
部
神
楽
保
存
会
・
長
塩
谷
南
部
神
楽
保
存
会
の
二
団
体
は
舞
手
の
高
齢
化
・
死
亡
―
す

な
わ
ち
後
継
者
不
足
―
の
た
め
に
活
動
を
休
止
し
て
い
る
（
後
述
）。
神
楽
が
後
継
者
不
足
に
陥
り
易
い
の
は
、舞
手
に
各
演
目
の
あ
ら
す

じ
・
台
詞
・
旋
律
、
そ
し
て
複
雑
な
動
作
を
記
憶
す
る
能
力
や
、
優
れ
た
音
感
と
身
体
能
力
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
育
成
に
か

な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
で
は
、
以
下
、
現
在
も
北
上
地
区
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
い
る
大
室
南
部
神
楽
、
な
ら
び
に�
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女
川
法
印
神
楽
・
本
吉
法
印
神
楽
が
東
日
本
大
震
災
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
の
か
、
ま
た
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
こ
れ

ら
の
神
楽
の
担
い
手
た
ち
が
い
か
な
る
状
況
下
に
あ
る
か
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
く
。
な
お
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
二
〇
一
五
（
平

成
二
七
）年
以
前
の
活
動
状
況
に
関
し
て
は
拙
稿（
筒
井
：
二
〇
一
六
）で
既
に
報
告
済
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、こ
こ
で
は
筒
井（
二
〇
一
六
）

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
の
同
保
存
会
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

　
　（
一
）
大
室
南
部
神
楽

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
、
北
上
地
区
十
三
浜
に
お
い
て
南
部
神
楽
の
復
活
を
図
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ

た
の
が
、
大
正
期
以
降
、
大
室
（
約
五
〇
世
帯
、
二
〇
一
一
年
当
時
）
で
南
部
神
楽
を
継
承
し
て
き
た
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
で
あ
る
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
時
点
で
、
同
保
存
会
に
は
一
〇
～
七
〇
歳
代
の
二
十
数
名
の
男
女
が
所
属
し
て
い
た
。
大
室
南
部
神
楽
保
存

会
は
一
九
九
〇
年
代
に
「
後
継
者
不
足
」
の
た
め
に
活
動
を
休
止
し
た
が
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
時
に
大
室
南
部
神
楽
に
関

す
る
す
べ
て
の
知
識
・
技
術
を
そ
な
え
た
指
導
者
「
師
匠
」
と
祭
礼
道
具
一
式
を
巨
大
な
津
波
に
よ
っ
て
喪
失
し
、
祭
礼
文
化
の
継
承
の

危
機
に
直
面
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
か
れ
た
大
室
の
二
〇
～
三
〇
歳
代
の
人
々
―
一
九
九
〇
年
代
に
大
室
南
部
神
楽
を
学
ん
だ

世
代
―
は
落
胆
し
た
高
齢
者
を
励
ま
す
べ
く
、
大
室
南
部
神
楽
の
復
活
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に
長
年
所
属
す

る
Ａ
氏
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
、
近
隣
の
長
塩
谷
・
相
川
と
連
携
し
て
十
三
浜
の
南
部
神
楽
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し

た
が
、
両
集
落
の
舞
手
の
高
齢
化
・
死
亡
を
受
け
て
、
こ
れ
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会

の
会
員
た
ち
は
①
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
全
国
に
支
援
を
呼
び
か
け
る
、
②
独
自
に
現
地
調
査
を
重
ね
て
大

室
南
部
神
楽
の
ル
ー
ツ
を
解
明
し
、
こ
の
成
果
を
も
と
に
神
楽
面
・
衣
装
な
ど
の
祭
礼
道
具
を
調
整
す
る
、
③
同
じ
流
派
の
南
部
神
楽
を

伝
え
る
岩
手
県
一
関
市
下
大
籠
を
訪
ね
、
そ
の
継
承
者
か
ら
神
楽
舞
台
の
貸
与
と
神
楽
の
台
本
（「
神か

ん
で
ぼ
ん

題
本
」）
の
複
写
の
許
可
を
得
る�
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な
ど
し
て
、「
大
室
南
部
神
楽
復
活
」
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
五
月
の
連
休
に
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
自
集
落
に
お
い
て
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活

祭
」
を
開
催
し
、
地
域
住
民
や
全
国
各
地
か
ら
参
集
し
た
支
援
者
の
前
で
六
つ
の
演
目
を
披
露
し
た
。
そ
の
後
、
同
保
存
会
の
会
員
を
中

核
と
し
た
大
室
の
人
々
は
翌
年
よ
り
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、
北
上
地
区
を
活
気
づ
け
る
た
め
に
大
室
南
部
神
楽
や
獅
子
舞
の
奉
納
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
海
産
物
の
販
売
な
ど
を
目
玉
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
き
た
か
み
春
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
（
表
1
）。
東
北
放
送
や
新
聞
社
が
大

室
南
部
神
楽
保
存
会
の
活
動
を
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
紙
面
で
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
、
同
保
存
会
は
知
名
度
を
急
速
に
高
め
て
い
っ
た
。
そ

の
結
果
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に
対
し
、
東
北
・
関
東
・
関
西
地
方
で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
に
お
い
て
神
楽
を
披
露

す
る
よ
う
多
数
の
依
頼
が
舞
い
込
む
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
日
本
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
出
演
し
、

そ
の
活
動
範
囲
を
著
し
く
拡
大
さ
せ
た
（
以
上
、
筒
井
：
二
〇
一
六
）。
Ａ
氏
は
当
時
を
振
り
返
り
、「
将
来
が
ど
う
な
る
か
不
透
明
で
不

安
だ
っ
た
か
ら
、
あ
あ
い
う
こ
と
（
筆
者
注
：
各
地
で
神
楽
を
奉
納
す
る
こ
と
）
で
も
や
ら
な
き
ゃ
、
や
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
話

す
。
こ
の
発
言
か
ら
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
が
保
存
会
の
活
動
に
励
む
こ
と
で
「
未
来
に
対
す
る
不
安
」
を
払
拭
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
垣
間
み
え
る
。

　

こ
う
し
て
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
社
会
的
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
室
で
は
約
半
数
の
世
帯
が
宮
城
県
東
松
島
市
、
石

巻
市
河
北
町
・
河
南
町
な
ど
へ
転
居
し
た
た
め
、
人
口
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
上
記
以
外
の
二
五
世
帯
は
大
室
の

高
台
に
造
成
予
定
の
「
大
室
団
地
」
に
集
団
で
移
住
す
る
道
を
選
ん
だ
。
Ａ
氏
に
よ
る
と
、
集
団
移
転
を
選
択
し
た
世
帯
の
大
部
分
は
親

戚
関
係
に
あ
り
、「
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
ワ
カ
メ
・
ホ
タ
テ
の
養
殖
な
ど
の
浜
仕
事
や
南
部
神
楽
に
関
す
る
活
動
を
一
緒
に
行
っ
て

き
た
間
柄
」
だ
と
い
う
。
こ
の
事
実
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
も
大
室
に
根
差
し
た
祭
礼
文
化
が
産
業
・
血
縁
関
係
と
密
接
に
結
合
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
存
続
さ
せ
る
紐
帯
と
し
て
機
能
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
示
す
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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表 1　大室南部神楽保存会の活動状況（2015 ～ 2018 年）

年 月 神楽を奉納したイベント・場所、およびその他の活動

2015

2 ― 東北放送ラジオ「Colors」に大室南部神楽保存会会員が出演

4
東京都 「東北の芸能Ⅵ～みちのくのオニ～」（国立劇場）
― 東北放送「ウオッチン！プラス」で大室集落を紹介

5
石巻市 第 2回きたかみ春まつり（大室小室地区漁業共同作業場）
松島町 第 69 回日本民藝協会全国大会宮城県大会

6 ― 東北放送「海風に舞う～石巻・十三浜　神楽とともに生きる人々～」を放送
7 石巻市 仙石線・仙石東北ライン開通記念事業「いしのまき出発祭」（中瀬公園）
8 仙台市 こどもの夢ひろば“ボレロ”2015（日立システムズホール仙台）

10

一関市 下大籠秋まつり
利府町 グランディ・21 開設 20 周年（宮城県総合運動公園）

仙台市 第 5回東アジア環境社会学会国際シンポジウム・第 52 回環境社会学会大
会（東北大学）

11

石巻市 三陸オイスターフェスティバル 2015（石巻サンファンパーク）

東京都
東北放送「海風に舞う～石巻・十三浜　神楽とともに生きる人々～」が「地
方の時代」映画祭グランプリ・放送局部門優秀賞を受賞。これを受けて、
関西大学東京センターで特別上映会を実施

12
石巻市 にっこり歳の市
― 東北放送「海風に舞う～石巻・十三浜　神楽とともに生きる人々～」を放送

2016

1 東京都 東日本大震災風化防止イベント「復興応援 2016」（東京国際フォーラム）

2
― 当年のきたかみ春祭りの休止をホームページとFacebook 上で宣言
― BS-TBS「海風に舞う～石巻・十三浜　神楽とともに生きる人々～」を放送

3
― 東北放送「ウオッチン！プラス SP～東日本大震災から 5年～」で大室集

落が紹介される
― BS-TBS「海風に舞う～石巻・十三浜　神楽とともに生きる人々～」を放送

7 石巻市 石巻赤十字病院

9
兵庫県 「大室南部神楽 in KOBE」（生田神社・湊川神社）
平泉町 中尊寺奉納神楽

10 石巻市 第 39 回石巻・桃生・牡鹿地方神楽大会（ビッグ・バン）
11 ― 練習場所を石巻市復興まちづくり情報交流館に一時的に移す

2017

2 ― 高台への集団移転のため、土地の契約を行う
春 ― 自宅再建につき多忙のため、当年のきたかみ春まつりの休止を宣言
7 石巻市 第 40 回石巻・桃生・牡鹿地方神楽大会（ビッグ・バン）
8 石巻市 十三浜夏祭り
9 石巻市 北上保健センター
11 石巻市 石巻グランドホテル

2018 1 平泉町 南部神楽鑑賞会（平泉文化遺産センターふれあいホール）
（大室南部神楽保存会のホームページ、ならびに、同保存会に対する聞き取り調査をもとに作成）

注）網掛けを施した項目は、宮城県外で行われたイベント・活動である。
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大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
は
高
台
移
転
を
ひ
か
え
た
会
員
の
経
済
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
し
て
翌
年

は
新
居
の
建
設
と
引
越
し
作
業
に
専
念
す
べ
く
「
き
た
か
み
春
ま
つ
り
」
の
実
施
を
見
送
っ
た
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
入
る
と
、

大
室
で
は
新
居
の
建
設
と
引
越
し
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
住
民
た
ち
は
身
体
的
・
精
神
的
余
裕
を
失
っ
た
。
そ
の
当
時
の
様
子
に
つ

い
て
Ａ
氏
や
保
存
会
の
会
員
Ｃ
氏
（
四
〇
歳
代
・
女
性
）
は
「
慌
た
だ
し
く
て
神
楽
を
奉
納
す
る
気
分
に
な
ら
な
か
っ
た
」
と
話
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
毎
週
金
曜
日
の
一
九
～
二
一
時
の
間
、
大
室
か
ら
南

西
に
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
位
置
す
る
復
興
交
流
館
に
集
合
し
、
神
楽
の
練
習
に
励
ん
だ
。
同
年
八
月
に
、
神
奈
川
県
の
支
援
団
体

が
地
域
の
夏
祭
り
「
十
三
浜
夏
祭
り
」
で
花
火
を
盛
大
に
打
ち
上
げ
た
が
、
こ
の
時
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
も
地
域
振
興
に
貢
献
す
べ

く
夜
神
楽
を
奉
納
し
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た（

（1
（

。「
十
三
浜
夏
祭
り
」
が
終
了
す
る
と
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員

た
ち
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
ま
で
の
約
四
か
月
間
、
新
居
の
建
設
・
引
越
し
作
業
に
再
び
専
念
す
る
。
こ
の
約
一
年
間
に

及
ぶ
大
室
で
の
「
住
宅
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
「
引
っ
越
し
ラ
ッ
シ
ュ
」
に
よ
り
、
会
員
た
ち
は
神
楽
に
費
や
す
時
間
を
自
ず
と
減
少
さ

せ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
の
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
活
動
の
範
囲
・
頻
度
は
東
日
本
大
震
災
以
前
の
状
態
―
す
な
わ
ち
、
自
集
落
と
そ

の
近
隣
に
お
い
て
神
楽
を
年
に
数
回
奉
納
す
る
程
度
（
筒
井
（
二
〇
一
六
）
参
照
）―
へ
と
回
帰
し
て
い
っ
た
。

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
神
楽
の
定
期
的
な
練
習
を
「
ほ
ぼ
休
止
」
し
て
い
る（

（1
（

。
Ａ
氏
に
よ
る
と
、

そ
れ
は
、「
神
楽
を
披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
日
前
に
み
ん
な
で
練
習
を
す
れ
ば
本
番
に
の
ぞ
め
る
状
態
に
あ
る
か
ら
」
だ
と
い
う
。
ま

た
、
近
年
は
遠
方
で
神
楽
を
奉
納
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
た
と
え
ば
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
お
け
る
同
保
存
会
の
十
三
浜
以

外
で
の
活
動
は
、
七
月
一
四
日
に
石
巻
市
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
」）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四
二
回
石
巻
・
桃
生
・

牡
鹿
地
方
神
楽
大
会
」
へ
の
出
演
に
と
ど
ま
る
。
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
が
活
動
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
理
由
と
し
て
、
会
員
た
ち
が
①
進

学
や
結
婚
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
を
契
機
に
、
神
楽
の
練
習
に
参
加
し
た
り
、
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
り
す
る�
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こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
②
高
台
移
転
が
完
了
し
て
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
、
よ
う
や
く
心
身
に
余
裕
が
生
じ
、
仕
事
や
学
業
・
社

会
活
動
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
時
点
で
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に

は
子
供
神
楽
を
舞
う
子
供
の
舞
手
が
八
名
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
子
供
た
ち
が
進
級
・
進
学
す
る
と
、
学
校
生
活
と
神
楽
の
練
習
の
両

立
が
時
間
的
・
物
理
的
に
難
し
く
な
り
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
そ
の
舞
手
の
人
数
は
半
減
し
た
。
同
保
存
会
が
活
動
を
「
ほ
ぼ

休
止
」
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
Ａ
氏
は
「
発
展
的
な
意
味
で
の
休
止
だ
。
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
生
活
が
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
を
示
す
証
拠
だ
」
と
話
す
。
こ
の
発
言
か
ら
、
高
台
移
転
後
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
、「
自
身
の
幸
福
の
追
求
」

の
た
め
に
神
楽
に
費
や
す
時
間
を
減
少
さ
せ
て
い
る
が
、
会
員
た
ち
が
こ
の
状
態
を
「
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
拠
」

と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
活
動
は
東
日
本
大
震
災
直
後
の
「
活
発
さ
」
を
削

ぎ
落
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
「
穏
や
か
」
な
性
質
の
も
の
へ
と
回
帰
し
た
。
保
存
会
の
「
活
動
休
止
」
は
祭
礼
文
化
の
衰
退
と

み
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
場
合
、
①
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
以
降
、
大
室
に
縁
の
あ
る
一
〇
歳
代
の
若
者
八

名
が
神
楽
の
基
礎
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
、
②
青
年
期
に
大
室
南
部
神
楽
を
学
ん
だ
中
年
層
の
会
員
た
ち
が
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
こ

れ
を
再
度
習
得
し
、
常
時
、
神
楽
の
奉
納
が
可
能
な
状
態
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
、
③
会
員
た
ち
が
自
身
の
神
楽
の
系
譜
を
正
確
に
把
握

し
て
お
り
、
今
後
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
参
考
に
神
楽
を
復
活
さ
せ
得
る
こ
と
か
ら
、
大
室
南
部
神
楽
は
東
日
本

大
震
災
を
乗
り
越
え
て
「
よ
り
長
期
的
な
継
承
の
可
能
性
」
を
高
め
た
状
態
に
あ
る
と
結
論
で
き
る
。

　
　（
二
）
法
印
神
楽

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、
北
上
地
区
に
は
女
川
法
印
神
楽
と
本
吉
法
印
神
楽
の
ふ
た
つ
の
法
印
神
楽
の
継
承
者
が
居
住
し
て�
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お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」（
会
員
数
九
名
）
と
「
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
」（
同
二
名
）
を
組
織
し
て
い
る
。
女
川
法

印
神
楽
は
、
近
世
期
よ
り
大
山
祇
神
社
（
石
巻
市
女
川
鎮
座
）
を
ま
も
る
法
印
が
戸
倉
・
十
三
浜
・
長
面
在
住
の
法
印
た
ち
と
伝
え
て
き

た
神
楽
で
、
お
も
に
、
北
上
川
河
口
付
近
の
女
川
・
長
面
・
釜
谷
・
尾
崎
な
ど
で
奉
納
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
本
吉
法
印
神
楽
は
、
近
世

期
半
ば
以
降
、「（
現
在
の
南
三
陸
町
）
志
津
川
、
戸
倉
・
十
三
濱
の
各
神
社
の
神
官
た
ち
十
數
人
の
人
々
に
よ
つ
て
傳
承
さ
れ
維
持
」（
本

吉
郡
誌
編
纂
委
員
会
編
：
一
九
四
九
）
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
引
用
中
の
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
）。
彼
ら
は
神
楽
面
・
衣
装
な
ど

を
活
動
拠
点
の
戸
倉
神
社
に
保
管
し
、
旧
本
吉
郡
を
中
心
に
神
楽
を
奉
納
し
て
廻
っ
た
。
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
巨
大
な
津
波
に
よ
り
、
南
三
陸
町
の
沿
岸
部
一
帯
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
と
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
活

動
拠
点
を
十
三
浜
追
波
鎮
座
の
釣
石
神
社
へ
と
移
し
た
。
本
節
で
は
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神

楽
保
存
会
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
こ
こ
で
は
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
な
ど
の
先
行
研
究
を
参
考
に
、
近
代
期
以

降
、
三
陸
地
方
に
成
立
し
た
多
数
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
が
ど
の
よ
う
に
存
続
し
て
き
た
か
概
観
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で
紹
介
す
る
両

保
存
会
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
い
か
な
る
位
置
づ
け
に
あ
る
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
は
宮
城
県
下
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
は�

岩
手
・
宮
城
両
県
の
法
印
神
楽
の
伝
承
地
に
つ
い
て
簡
潔
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
に

確
認
し
得
る
だ
け
で
も
岩
手
県
に
一
九
、
宮
城
県
に
三
〇
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
民
俗
誌
な
ど

か
ら
、
上
記
以
外
に
宮
城
県
蔵
王
町
の
祭
礼
の
場
で
も
法
印
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
（『
日
本
祭
礼
地
図
』
シ
リ
ー
ズ�

参
照
）。
た
だ
し
、
岩
手
県
で
は
法
印
神
楽
の
大
部
分
が
途
絶
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
担
い
手
が
南
部
神
楽
を
継
承
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

現
在
、
同
県
で
は
ひ
と
つ
の
保
存
会
が
法
印
神
楽
を
継
承
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
、
な
ら
び
に
筆

者
の
陸
前
高
田
市
で
の
現
地
調
査
に
よ
る
）。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
頃
の
段マ

マ階
で
、
法
印
神
楽
は
東
西
約
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
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南
北
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
広
域
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
の
調
査�

時
点
で
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
宮
城
県
下
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
八
団
体
が
解
散
、
ま
た
は
活
動
休
止
の
状
態
に
あ
っ
た
。

　

法
印
神
楽
の
後
継
者
不
足
問
題
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
突
如
発
生
し
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
発
端
は
明
治
初
期
の
修
験
道
廃
止
令

に
と
も
な
う
法
印
（
神
職
）
の
減
少
に
遡
り
、
当
時
よ
り
、
こ
の
問
題
は
旧
本
吉
郡
と
旧
桃
生
郡
―
現
在
の
北
上
地
区
―
を
含
む
三
陸
地

方
一
帯
で
既
に
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
期
以
降
、
第
一
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
き
た
三
陸
地
方
で
は
住
民
た
ち
が
進
学
・
就
職

の
た
め
に
都
市
部
へ
と
相
次
い
で
転
出
し
、
こ
れ
が
三
陸
地
方
の
神
社
の
参
拝
者
数
の
減
少
―
つ
ま
り
、
社
入
金
の
減
少
―
と
神
職
の
兼

業
化
を
促
し
、法
印
神
楽
の
後
継
者
不
足
に
拍
車
を
か
け
た（
以
上
、Ｂ
氏
に
よ
る
）。三
陸
地
方
の
神
職
た
ち
は
こ
の
問
題
を
克
服
す
べ
く
、

他
の
保
存
会
の
舞
手
に
協
力
を
要
請
し
た
り
、氏
子
や
小
中
学
生
に
神
楽
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
試
み
た（

（1
（

。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

法
印
神
楽
の
保
存
会
の
舞
手
た
ち
は
、
他
の
保
存
会
か
ら
神
楽
の
技
術
指
導
や
祭
礼
道
具
の
貸
与
な
ど
の
支
援
を
し
ば
し
ば
受
け
、
自
ら

の
祭
礼
文
化
の
「
発
展
」
と
「
存
続
」
を
図
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
会
員
で
も
あ
る
Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
昭
和

三
〇
年
代
に
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
会
員
Ｄ
氏
（
同
保
存
会
前
会
長
）
が
、
当
時
の
本
吉
法
印
神
楽
の
師
匠
Ｅ
氏
―
Ｂ
氏
の
祖
父
に
あ

た
る
人
物
―
の
も
と
を
訪
れ
、
Ｅ
氏
宅
の
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
神
楽
の
技
術
を
磨
い
た
と
い
う
。

　

図
4
は
、
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
が
報
告
し
た
宮
城
県
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
の
活
動
状
況
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
近
世
期
か
ら
平
成
期

に
至
る
ま
で
の
間
に
、
法
印
神
楽
の
担
い
手
た
ち
が
ど
の
保
存
会
か
ら
神
楽
の
技
術
指
導
や
、
舞
手
の
派
遣
、
祭
礼
道
具
の
貸
与
な
ど
の

支
援
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、法
印
神
楽
の
保
存
会
が
実
に
様
々
な
面
で
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

三
陸
地
方
に
広
が
る
「
法
印
神
楽
文
化
圏
」
の
命
脈
を
保
っ
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と

女
川
法
印
神
楽
保
存
会
が
、
現
在
の
気
仙
沼
市
か
ら
石
巻
市
雄
勝
町
・
河
北
町
に
か
け
て
の
と
り
わ
け
広
い
範
囲
に
対
し
、
神
楽
の
技
術

指
導
や
舞
手
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
が
「
桃
生
辺
の
各
神
楽
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図 4　法印神楽の伝承地の分布と保存会・神楽団間における支援・連携関係（近世期～平成期）

（千葉（2000）記載の法印神楽保存会の概要をもとに作成）

注 1）�矢印の起点、または先端に●（神楽の伝承地）を記していない場合は、支援元や支援先について詳細な
情報が得られなかったことを意味する。

注 2）�釣石神社の歴代の宮司は十三浜相川に居住し、本吉法印神楽を伝承してきた。本図では煩雑さを避ける
べく、釣石神社と相川に関する情報をC「釣石神社」に集約して記載することとした。
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の
古
老
た
ち
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初
年
に
か
け
て
は
、
各
神
楽
組
の
指
導
者
た
ち
は
挙
っ
て
戸
倉
に
通
い
神
楽

の
基
本
を
伝
授
さ
れ
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
語
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
千
葉
は
「
桃
生
辺
」―
す
な
わ
ち
、

現
在
の
石
巻
市
桃
生
町
周
辺
―
の
人
々
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
戸
倉
か
ら
神
楽
の
技
術
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
が
、
こ
の
一
文
か
ら
、
近
代
期
以
降
、
本
吉
法
印
神
楽
が
同
地
域
の
神
楽
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
、
法
印
神
楽
を
研
究
す
る
う
え
で
看
過
し
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
と
言
え
よ
う
。

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
す
る
と
、
巨
大
な
津
波
は
南
三
陸
町
戸
倉
に
も
到
達
し
、
戸
倉
神

社
の
社
務
所
を
の
み
こ
み
、
こ
れ
を
押
し
流
し
て
し
ま
う
（
神
社
新
報
社
編
：
二
〇
一
六
）。
当
時
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
、
鬼
・
道

化
な
ど
の
二
七
点
の
神
楽
面
や
衣
装
を
含
む
祭
礼
道
具
一
式
を
同
社
の
神
職
の
自
宅
に
保
管
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
も
巨
大
な
津
波
に
よ
り�

流
失
す
る（

（1
（

。
そ
の
一
方
で
、
北
上
地
区
の
や
や
内
陸
に
位
置
す
る
女
川
は
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
の
程
度
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
祭
礼
道
具
の
被
災
を
辛
う
じ
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
祭
礼
道
具
を
失
っ
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存

会
は
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
四
月
に
新
し
い
神
楽
面
を
入
手
す
る
ま
で
の
約
八
年
間
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
か
ら
神
楽
面
・
衣
装
な

ど
の
祭
礼
道
具
一
式
を
借
用
し
て
「
本
吉
法
印
神
楽
」
を
奉
納
し
続
け
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
Ｂ
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会

と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
の
間
の
協
力
関
係
は
昭
和
期
に
は
既
に
成
立
し
て
お
り
、「
こ
の
関
係
性
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
吉
法
印

神
楽
は
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
す
。
そ
れ
で
は
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
協

力
関
係
は
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
き
た
の
か
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
宮
城
県
北
部
の
法
印
た
ち
は
神
楽
の
舞
手
が
不
足
す
る
と
、
他
の
保
存
会
に
支
援
を
求
め
る
こ
と
を
慣
例
と
し
て

き
た
。
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
頃
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
で
舞
手
が
不
足
す
る
と
、
同
保
存
会
は
以
前
よ
り
交
流
の
あ
っ
た
女
川�
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法
印
神
楽
保
存
会
の
F
氏
（
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
現
会
長
）
に
南
三
陸
町
志
津
川
で
の
神
楽
の
奉
納
に
参
加
す
る
よ
う
依
頼
し
た
（
F

氏
に
よ
る（

（2
（

）。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
F
氏
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
活
動
を
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
る（

（2
（

。
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
F
氏
か
ら
協
力
を
得
た
こ
と
で
舞
手
不
足
の
問
題
を
一
時
的
に
解
決
し
た
が
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
〇
）

年
頃
に
そ
の
問
題
は
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
祭
礼
文
化
の
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
、
こ
れ
以
降
、
人
手
に

比
較
的
余
裕
の
あ
る
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
組
織
を
ほ
ぼ
一
体
化
さ
せ
、
共
同
で
神
楽
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

Ｂ
氏
と
F
氏
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前
年
の
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
ま
で
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法

印
神
楽
保
存
会
は
、
毎
年
、
一
二
～
一
三
カ
所
で
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た（

（2
（

。
両
団
体
の
お
も
な
奉
納
場
所
は
、
南
三
陸
町
古
峯
神
社
・
上
山

八
幡
神
社
・
保
呂
波
神
社
・
荒
澤
神
社
（
袖
浜
）・
荒
島
神
社
・
春
日
神
社
（
荒
町
）・
戸
倉
神
社
（
戸
倉
）、
登
米
市
横
山
神
社
（
横
山
）、

石
巻
市
久
須
師
神
社
（
尾
崎
）・
北
野
神
社
（
長
面
）・
稲
荷
神
社
（
釜
谷
）・
大
山
祗
神
社
（
女
川
）・
愛
宕
神
社
（
大
須
）・
熊
野
神
社
（
相

川
）
の
一
四
カ
所
で
、
そ
の
分
布
範
囲
は
東
西
・
南
北
と
も
に
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
域
に
及
ん
だ（

（2
（

（
図
5
）。
た
だ
し
、
両
保
存
会

は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
紡
い
で
き
た
奉
納
場
所
と
の
関
係
性
を
尊
重
し
て
、
旧
本
吉
郡
内
で
活
動
す
る
際
に
は
「
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
」

の
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
「
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」
の
名
義
を
使
用
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）～
二
〇
一
九
（
令
和
元
）

年
の
間
に
、
両
保
存
会
は
古
峯
神
社
・
上
山
八
幡
神
社
・
荒
澤
神
社
・
保
呂
波
神
社
・
荒
島
神
社
・
大
山
祗
神
社
・
愛
宕
神
社
・
久
須
師

神
社
・
北
野
神
社
・
熊
野
神
社
の
一
〇
カ
所
で
神
楽
を
再
び
奉
納
す
る
機
会
を
得
た
が
、
戸
倉
神
社
・
春
日
神
社
・
横
山
神
社
・
稲
荷
神
社
・

十
三
浜
の
五
カ
所
か
ら
は
そ
の
依
頼
が
な
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
上
記
五
カ
所
で
法
印
神
楽
の
奉
納
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
要
因

と
し
て
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
以
降
、
同
地
域
に
お
い
て
、
①
高
齢
化
・
人
口
流
出
が
進
展
し
、
人
手
不
足
で
祭
礼
の
準
備
す
ら
ま

ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
経
済
が
衰
退
し
、
住
民
た
ち
が
法
印
神
楽
の
舞
手
を
招
聘
す
る
費
用
を
捻
出
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（

（2
（

。
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
活
動
範
囲
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前
に
お
い
て
は
南
三
陸
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町
か
ら
石
巻
市
の
北
上
川
河
口
付
近
に

か
け
て
の
地
域
に
面
的
に
広
が
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
南
三
陸
町
北
部

と
北
上
川
河
口
付
近
の
南
北
二
か
所
に

分
散
し
て
し
ま
っ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
奉

納
場
所
が
減
少
す
る
中
、
Ｂ
氏
は
法
印

神
楽
の
継
承
と
地
域
振
興
を
図
る
べ
く
、

釣
石
神
社
の
例
大
祭
の
折
に
本
吉
法
印

神
楽
を
披
露
し
た
り
、
昇
殿
祈
願
の
際

に
法
印
神
楽
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
釣
石

神
楽
」
を
奉
納
し
た
り
す
る
な
ど
の
新

た
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
の
段
階
で
、

本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神

楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
「
舞
手
は
十

分
に
足
り
て
い
る
」
と
話
す
。
東
日
本

大
震
災
以
降
、
両
保
存
会
が
後
継
者
不

足
に
あ
ま
り
悩
む
こ
と
な
く
、
比
較
的�

図 5　本吉法印神楽保存会・女川法印神楽保存会の神楽の奉納場所（東日本大震災前後）

（本吉法印神楽保存会・女川法印神楽保存会に対する聞取り調査をもとに作成）

注 1）�両保存会は実線で囲んだ○の内部では「女川法印神楽保存会」、それ以外の地域では「本吉法印神楽保存会」
の名義で法印神楽を奉納している。

注 2）�古峯神社と上山八幡神社の所在地は同じだが、法印神楽の奉納日は異なる。
注 3）�東日本大震災以降、石巻市長面の住民が二子団地に多数転居した。このため、2019 年現在、二子団地内の�

「二子団地東絆会館」において法印神楽が奉納されている。図中の太い矢印は、その奉納場所の変化を示
すものである。

　　●

×

● ●

●
保呂波神社

●

久須師神社 (尾崎 )

稲荷神社

×●

●荒島神社

荒澤神社 (袖浜 )

●
●

×十三浜

春日神社 (荒町 )×

古峯神社・
上山八幡神社

△　
長清水

釣石神社

北野神社●

東日本大震災以降、法印神楽を奉納

　　×

中 (2019 年現在 )

戸倉神社 (戸倉 )
横山神社 (横山 )

大山祇神社 (女川 )

愛宕神社 (大須 )

熊野神社 (相川 )

南三陸町

登米市

石

巻

市

( 釡谷 )

2011 年以降、法印神楽の奉納を休止　　
●

×

2019 年現在、法印神楽の奉納を休止
中だが、将来的に奉納の見込みあり

(長面 )０　　　　5km

△

二
子
団
地
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円
滑
に
活
動
が
で
き
て
い
る
の
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
以
降
、
二
名
の
女
性
（
二
〇
～
三
〇
歳
代
）
が
舞
手
と
し
て
両
保
存

会
の
活
動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
を
形
成
し
た
の
は
F
氏
で
あ
っ
た
。
F
氏
は
後
継
者
育
成
の
た
め
に

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
頃
か
ら
北
上
中
学
校
の
男
子
生
徒
と
女
子
生
徒
に
法
印
神
楽
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
彼
の
指
導
は
東
日
本

大
震
災
が
発
生
す
る
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
ま
で
一
〇
年
ほ
ど
続
い
た（

（2
（

。
こ
の
こ
と
が
北
上
地
区
の
人
々
の
耳
に
入
り
、
地
域
社
会

に
「
女
の
子
も
法
印
神
楽
を
舞
う
時
代
に
な
っ
た
の
だ
」
と
い
う
感
覚
を
も
た
ら
し
、
女
性
を
舞
手
と
し
て
容
認
す
る
土
壌
が
徐
々
に
つ

く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
「
北
上
地
区
の
法
印
神
楽
」
を
継
承
す
べ
く
、
こ
れ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

知
識
・
技
術
を
そ
な
え
た
人
物
―
す
な
わ
ち
優
秀
な
「
胴
取
り
」―
の
育
成
を
進
め
て
い
る
最
中
に
あ
る
。
そ
し
て
近
い
将
来
、
女
川
法

印
神
楽
保
存
会
は
団
体
名
を
「
北
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
」
に
変
更
し
、
そ
の
担
い
手
を
よ
り
広
域
―
石
巻
市
北
上
地
区
全
域
―
か
ら
募

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
地
の
人
々
は
地
域
伝
来
の
祭
礼
文
化
こ
そ
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
か
つ
、
地
域
を
活

気
づ
け
る
源
だ
と
強
く
意
識
し
、
そ
の
復
活
・
継
承
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
の
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
こ
れ
を
妨
げ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
後
、
被
災
地
の
人
々
が
何
ら
か
の
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
祭
礼
文
化
の
後
継
者
は
さ
ら
に
減
少
し
、
数
世
代
の

う
ち
に
存
続
の
危
機
を
む
か
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
被
災
地
の
人
々
が
祭
礼
文
化
を
円
滑
に
継
承
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
と
な

る
の
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
、
な
ら
び
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
を
含
む
三
陸
地
方
の
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「
法
印
神
楽
文
化
圏
」
の
二
つ
の
事
例
で
あ
る
。
前
者
は
自
身
の
神
楽
の
系
譜
を
究
明
し
、
同
じ
流
派
の
神
楽
を
伝
承
す
る
他
集
落
か
ら

の
協
力
を
も
と
に
祭
礼
文
化
を
復
活
さ
せ
た
。
ま
た
後
者
の
両
保
存
会
は
、
他
地
域
に
対
す
る
神
楽
の
技
術
指
導
や
舞
手
の
派
遣
な
ど
の

支
援
を
通
じ
て
三
陸
地
方
に
広
が
る
「
法
印
神
楽
文
化
圏
」
の
維
持
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
そ
し
て
昭
和
期
以
降
、
本
吉
法
印
神
楽

保
存
会
は
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
か
ら
長
期
的
に
舞
手
の
派
遣
に
係
る
支
援
を
受
け
た
こ
と
で
、
本
吉
法
印
神
楽
を
存
続
さ
せ
得
た
。
さ

ら
に
両
保
存
会
が
構
築
し
て
き
た
良
好
な
関
係
性
が
、
東
日
本
大
震
災
で
祭
礼
道
具
を
喪
失
し
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
活
動
を
継
続

さ
せ
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。

　

以
上
の
事
例
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
、
今
後
、
被
災
地
に
お
い
て
祭
礼
文
化
を
円
滑
に
継
承
す
る
に
は
、「
あ
る
集
落
・
保
存
会
が
伝
え

る
祭
礼
文
化
は
、
実
は
、
類
似
し
た
祭
礼
文
化
を
も
つ
他
集
落
・
他
の
保
存
会
か
ら
の
支
援
を
得
て
は
じ
め
て
存
続
で
き
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
将
来
的
に
自
分
た
ち
の
祭
礼
文
化
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
た
時
に
、
類
似
し
た
祭
礼
文
化
を
も
つ
他
集
落
・
他
の
保
存
会
か
ら

協
力
を
得
て
、
そ
の
存
続
を
図
る
こ
と
は
歴
史
的
な
文
脈
か
ら
み
て
も
決
し
て
誤
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
日
本
社
会
に

浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
註
　
　

　
（
１
）�　

神
社
新
報
社
編
（
二
〇
一
六
）
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
神
社
の
被
害
・
復
興
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
谷
竜
介
氏
が
こ
れ
に
宮
城
県
に
お
け
る
祭
礼
の
復
興
に
関
す
る
報
告
を
寄
稿
し
て
い
る
。

　
（
２
）�　

石
巻
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
統
計
資
料
（
住
民
基
本
台
帳
字
・
丁
別
人
口
）
に
よ
る
。

　
（
３
）�　

当
時
、
住
民
の
中
に
は
馬
を
使
用
し
て
往
来
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
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（
４
）�　

釣
石
神
社
は
石
巻
市
追
波
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。
同
社
の
歴
代
宮
司
は
十
三
浜
相
川
に
住
み
、
本
吉
法
印
神
楽
を
伝
承
し
て
き
た
。
現
宮
司

の
Ｂ
氏
は
六
〇
歳
代
の
男
性
、
現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
中
心
的
存
在
と
し
て
そ
の
継
承
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
渡
邉
久
美
子
氏
は
、
同

保
存
会
が
活
動
拠
点
と
し
て
き
た
戸
倉
神
社
を
事
例
に
、
神
職
の
宗
教
実
践
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
５
）�　

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
。

　
（
６
）�　

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
三
月
末
ま
で
、
北
上
地
区
住
民
バ
ス
は
北
上
地
区
と
石
巻
市
内
の
主
要
な
大
型
商
業
施
設
（
石
巻
イ
オ
ン
モ
ー
ル
）

と
病
院
施
設
（
石
巻
日
赤
病
院
）
を
直
接
往
来
し
て
い
た
。
十
三
浜
の
住
民
の
中
に
は
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
四
月
の
運
行
区
間
の
見
直
し

に
つ
い
て
、「
松
山
観
光
バ
ス
は
地
元
の
た
め
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
人
口
が
少
な
い
か
ら
、
当
然
、
バ
ス
に
乗
る
人
数
も
少

な
い
。
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
。」
と
一
定
の
理
解
を
示
す
者
も
あ
る
。

　
（
７
）�　

北
上
地
区
住
民
バ
ス
は
平
日
に
往
復
三
便
の
運
行
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
上
地
区
の
住
民
が
土
日
曜
日
・
祝
日
、
あ
る
い
は
夜
間
に

石
巻
市
の
中
心
部
に
行
く
に
は
、
自
家
用
車
、
あ
る
い
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
松
山
観
光
バ
ス
で
は
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
住
民
の
便
宜
を
可
能
な
限
り
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
（
８
）�　

宮
城
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
。

　
（
９
）�　

法
印
神
楽
や
南
部
神
楽
は
産
土
社
の
境
内
の
ほ
か
に
、「
宮
守
り
」
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
世
帯
で
奉
納
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　
（
10
）�　

伝
統
的
に
、
神
職
と
月
浜
の
長
観
寺
・
白
浜
の
西
蔵
寺
・
相
川
の
地
福
寺
の
僧
侶
が
十
三
浜
の
春
祈
祷
を
執
行
し
て
き
た
。
僧
侶
た
ち
は
宮
守
り

の
世
帯
で
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
が
、
こ
の
時
、
厄
年
の
者
の
頭
部
を
大
般
若
経
で
叩
い
て
厄
払
い
を
す
る
と
い
う
興
味
深
い
風
習
が
あ
る
。

　
（
11
）�　

こ
こ
で
は
、
大
室
の
春
祈
祷
を
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
。

　
（
12
）�　

法
印
神
楽
の
演
目
に
つ
い
て
は
本
田
（
一
九
七
五
）
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
事
例
と
す
る
北
上
地
区
在
住
の
法
印
神
楽
の
舞
手
た
ち
は
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
現
在
、「
初
矢
」・「
五
矢
」・「
三
天
」・「
四
天
」・「
磐
戸
開
き
」・「
笹
結
び
」・「
空
照
」・「
道
祖
」・「
白
露
」・「
鬼
門
」・�

「
魔
王
」・「
叢
雲
」・「
産
屋
」・「
日
本
武
尊
」
な
ど
の
演
目
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
藤
（
一
九
八
六
）
が
詳
し
い
。

　
（
13
）�　

神
歌
と
は
、
法
印
神
楽
の
奉
納
時
に
胴
取
り
（
後
述
）
が
唱
え
る
三
十
一
文
字
の
リ
ズ
ム
を
も
つ
歌
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
本
吉
郡
誌
』
の
中
で

戸
倉
に
伝
わ
る
神
歌
の
一
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
打
鳴
す
。
笛
と
太
鼓
の
淸
き
音
に
。
集
り
給
へ
。
よ
も
の
神
々
。
か
み
み

ち
は
千
道
百
道
。
道
七
つ
中
な
る
道
は
神
の
通
ひ
路
。
千
早
振
。
石
の
鳥
居
に
注
連
は
り
て
。
今
日
よ
り
後
は
あ
く
ま
佛
は
ん
（
筆
者
注
：
現
在
、

北
上
町
の
法
印
神
楽
の
舞
手
た
ち
は
「
あ
く
ま
来
た
ら
ず
」
と
表
現
す
る
）。
久
方
の
天
に
昇
り
し
叢
雲
の
。
劔
は
今
も
世
々
に
傳
は
る
。
塵
ほ
ど
の
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く
も
り
も
あ
ら
ず
天
照
す
。
日
の
大
神
の
神
の
め
ぐ
み
は
。」

　
（
14
）�　

す
べ
て
の
舞
手
が
師
匠
格
の
「
胴
取
り
」
に
成
長
で
き
る
訳
で
は
な
い
。

　
（
15
）�　

Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
北
上
地
区
に
お
い
て
法
印
神
楽
の
舞
手
で
あ
る
神
職
が
南
部
神
楽
の
舞
手
た
ち
に
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

　
（
16
）�　

Ａ
氏
に
よ
る
と
、
大
室
南
部
神
楽
は
動
作
が
激
し
く
、
運
動
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
保
存
会
で
は
伝
統
的
に
夏
季
の
奉
納
を
避
け
て
き
た
と
い
う
。

　
（
17
）�　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
大
室
の
住
民
と
知
己
と
な
っ
た
宮
城
県
・
埼
玉
県
在
住
の
男
女
が
、
神
楽
の
指
導
を
受
け
る
目
的
で
定
期
的
に
大
室
を

訪
問
し
て
い
る
と
い
う
（
Ａ
氏
に
よ
る
）。

　
（
18
）�　

千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
、
平
成
期
ま
で
に
宮
城
県
内
の
一
一
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
が
氏
子
や
小
中
学
生
な
ど
の
「
法
印
以
外
の
人
々
」
に�

神
楽
を
教
え
て
い
た
こ
と
が
把
握
で
き
る
。
こ
の
事
実
は
法
印
神
楽
の
保
存
会
の
約
三
分
の
一
が
後
継
者
不
足
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
福
田
（
二
〇
〇
五
）
は
後
継
者
不
足
に
悩
ん
だ
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
を
事
例
と
し
て
、
近
代
期

以
降
、
上
町
法
印
神
楽
の
担
い
手
た
ち
が
地
域
社
会
か
ら
乖
離
し
た
存
在
と
な
り
、
後
継
者
不
足
に
陥
っ
た
経
緯
や
、
平
成
期
に
自
治
体
の
教
育
政

策
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
後
継
者
の
育
成
を
図
っ
て
き
た
こ
と
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
（
19
）�　

河
北
新
報
社
の
配
信
記
事
「
被
災
神
楽
面　

再
び
復
活　

宮
城
・
本
吉
地
方
に
伝
わ
る
二
七
枚
」（
二
〇
一
九
年
四
月
二
七
日
掲
載
）
に
よ
る
。

　
（
20
）�　

前
掲
（
19
）
参
照
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
神
楽
面
の
写
真
を
も
と
に
、そ
の
復
元
を
東
北
古
典
彫
刻
修
復
研
究
所
（
山

形
県
上
山
市
）
に
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
い
神
楽
面
の
表
情
や
内
側
の
凹
凸
が
以
前
の
も
の
と
微
妙
に
異
な
り
、
そ
の
修
正
に
か
な
り
の
時

間
と
労
力
を
要
し
た
と
い
う
（
Ｂ
氏
に
よ
る
）。

　
（
21
）�　

F
氏
は
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
以
降
、
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
（
石
巻
市
雄
勝
町
）
の
神
楽
の
奉
納
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た�

（
F
氏
に
よ
る
）。

　
（
22
）�　

伝
統
的
に
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
は
単
独
、
あ
る
い
は
合
同
で
神
楽
を
練
習
す
る
習
慣
は
な
い
。
両
保
存
会
の
舞

手
が
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
演
目
を
舞
う
際
に
、
リ
ズ
ム
・
所
作
・
台
詞
な
ど
の
違
い
が
原
因
で
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
筆
者
が
Ｂ
氏
と

F
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
「
ふ
た
つ
の
神
楽
の
内
容
・
所
作
・
リ
ズ
ム
・
台
詞
は
非
常
に
似
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
両
保
存
会
の
舞
手
た
ち
の

身
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
れ
ば
神
楽
の
奉
納
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
た
。

　
（
23
）�　

法
印
神
楽
は
自
治
会
や
契
約
講
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
は
じ
め
て
奉
納
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
年
に
よ
っ
て
法
印
神
楽
の
奉
納
回
数
と
場
所



172東日本大震災の被災地における祭礼文化の現況

は
異
な
る
。
な
お
、
F
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
五
〇
年
代
が
法
印
神
楽
の
最
盛
期
で
、
こ
の
当
時
、
彼
は
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
み
な
ら
ず
、
釜
谷
・

長
面
方
面
の
保
存
会
と
も
協
力
し
て
一
年
間
で
神
楽
を
約
二
〇
回
も
奉
納
し
た
と
い
う
。

　
（
24
）�　

そ
れ
以
外
に
、
南
三
陸
町
長
清
水
や
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
の
住
民
か
ら
法
印
神
楽
の
奉
納
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
Ｂ
氏
に
よ
る
と
、

伝
統
的
に
、
本
吉
法
印
神
楽
は
現
在
の
南
三
陸
町
に
お
い
て
は
産
土
社
の
祭
礼
な
ど
の
場
で
定
期
的
に
、
そ
し
て
同
じ
く
石
巻
市
側
で
は
神
社
の
造

営
事
業
完
了
な
ど
の
祝
い
事
の
折
に
不
定
期
に
奉
納
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
（
25
）�　

あ
る
集
落
で
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
の
産
土
社
の
祭
典
費
用
と
し
て
、
法
印
神
楽
の
舞
手
へ
の
謝
礼
を
含
め
て
約
三
〇
万
円
を
計
上
し
た

と
い
う
。

　
（
26
）�　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
・
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
神
楽
の
奉
納
を
依
頼
し
た
あ
る
集
落
で
は
、
住
民
た
ち
が
「
震

災
で
集
落
の
経
済
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
来
年
も
法
印
さ
ま
た
ち
を
呼
べ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
話
し
、
今
後
も
法
印
神
楽
の
奉
納
を
依
頼
で

き
る
か
危
惧
し
て
い
た
。

　
（
27
）�　

F
氏
に
よ
る
と
、
当
時
、
男
子
生
徒
よ
り
も
女
子
生
徒
の
方
が
法
印
神
楽
の
練
習
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
北
上
地
区
の

男
性
た
ち
は
「
男
は
だ
い
た
い
北
上
に
は
残
ら
な
い
で
他
の
地
域
に
出
て
行
く
か
ら
、
神
楽
へ
の
関
心
が
女
の
子
よ
り
も
低
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
て
い
た
。
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。
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史
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九
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。



173 東日本大震災の被災地における祭礼文化の現況
　

福
田
裕
美
「
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県
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郡
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里
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に
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わ
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上
町
法
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神
楽
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俗
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研
究
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〇
、三
三
―
四
四
頁
、
二
〇
〇
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年
。

　

本
田
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次
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乃
法
印
神
樂
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臨
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書
店
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一
九
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五
年
。

　

本
田
安
次
ほ
か
編
『
日
本
祭
礼
地
図
三　

秋
季
編
』
国
土
地
理
協
会
、
一
九
七
九
年
。

　

三
隅
治
雄
ほ
か
編
『
日
本
祭
礼
地
図
二　

夏
季
編
』
国
土
地
理
協
会
、
一
九
七
九
年
。

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
委
員
会
編
『
北
海
道
・
東
北
地
方
の
民
俗
芸
能
二　

宮
城
・
秋
田
』
海
路
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。

　

本
吉
郡
誌
編
纂
委
員
会
編
『
本
吉
郡
誌
』
本
吉
郡
町
村
長
會
、
一
九
四
九
年
。

　

和
歌
森
太
郎
編
『
日
本
祭
礼
地
図
一　

春
季
編
』
国
土
地
理
協
会
、
一
九
七
九
年
。

　

渡�

邉
久
美
子
「
神
職
の
宗
教
実
践
と
地
域
性
に
関
す
る
研
究
―
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
波
伝
谷
集
落
戸
倉
神
社
を
事
例
と
し
て
―
」『
ア
ジ
ア

文
化
史
研
究
』
一
九
、一
―
四
二
頁
、
二
〇
一
九
年
。

　

石
巻
市　

https://w
w
w
.city.ishinom

aki.lg.jp/index.htm
l

　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会　

https://w
w
w
.3.hp-ez.com

/hp/om
urokagura/

　

消�

防
庁
災
害
対
策
本
部
資
料　
「
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
に
つ
い
て
（
第
一
五
九
報
）」
二
〇
一
九

年
三
月
八
日
（
金
）
八
時
発
表　

https://w
w
w
.fdm
a.go.jp/disaster/higashinihon/item

s/159.pdf 

　

総
務
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。
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。
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